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食攣光星ぎょしや座ゼiタ星

目　山　　秋　雄

　1，此の星が食攣光星である事が確められて以後最初の極小を此の夏迎へ

るに際し，最近着のナハリヒテン誌上にグテニク氏等が，種々観測の注意を

促してみるから，一通り此の星に下し書いて見よう．此のぜ1タ星は数年前，

27年振りに極小光度に達した有名な食思光星エプシロン星の極く近くにあっ

て，以前より此の星の比較星として月」ゐられてるたが，食攣光星である事の

確められたのは，やっと1932年に入ってからである．かくて名高い三等且分

光連星であるカペラや，分光連星にして食憂光星であるべ1タ星，それにエ

プシロン星を有するしぎよしや「星座に，更に役者が一つ塘へた事になる．

　2．此の星がK型とB型の二種のスペクトルの重った典型的な美しい星で

ある事は19世紀末から知られてみたが，分光連星である事は1908年リック天

文藁のライト氏の獲見による．その後ボン，ウィルソン山，等諸所でスペクト

ルの研究が行はれたが，1924年カナダのヴィクトリア天文豪のハ1パ1氏が

詳細なスペクトルの研究を爽表した．それによると，大部分のスペクトル板

ではK型のスペクトルの上に，殆んど呼野した分光帯が重ってみて，その吸

牧牛は何れも太くて，不明瞭であるが，r喉一一枚，1924年1月18　Flに撮ったスペ

クトル板には，鋭くて弧い線を呈してみた　此のFlは，下記の内線速度より

求めた軌道要素から導くと，地球より見てB型の星（伺ミ星）がK型の星（首星）

の丁度背後に來た日に先つ事7日になる．だから，多分B型の星がK：型星の後に

かくれて，K型丈のスペクトルを呈したものかも知れなV・が，此の様な：大き

い軌道の揚合には甚だ稀な事であると言ってみる．彼の導いた此の連星系の

軌道要素は首星のK型星の二線速度にのみ基いたものであるが，

　　廻車喜週期　　　　　　　　　　　　　　1）　＝＝973日

　　近星黒占通過時　　　　　　　Tこ1900年4月12日＝y）2415122，471

　　近星黒占の引数　　　　　ωこ330．。13

　　軌道楕圓の離心尋ミ　　　e．・　O．411
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　　連星系の重心の下線運動　V。＝十10．73Kln

　　首星の1魂胆速度の塘減の振幅の｝　K｝託23．781〈　in

　　　　　　　　　　　　　ai　sin　？7　＝29，　4f）OOOOO　Km

　　　　　　　　　　　　　（rrlは首星の軌道の長牛径，ガは軌道面と天球面との傾

　　　　　　　　　　　　　斜角）
　　　　　　in．3　sin：　i
　　　　　　（・言1＋m，）・＝1・030◎（Ml’m・図星・｛糧のee）　　質量函数

　叉ハ1パ1の導いた分光絶封光度は一〇．5等級で，親差にすると0．”013に

相手する．

　5．　これで此の星の研究も一段落着いた形であったが，間もなく1925年末

猫國ベルリン・バベルスベルヒ天文憂のボトリンガ1i教授はハ1パ1の研究

に基き・必ず皆既食を呈する事を推論し，A’の豫報を掲げて，光度やスペクト

ル等の観測を促した．

首星が伴星の前に來る時

（皆既食，減光0，4等以内）

　　1926年9月27日

　　1929　5　24

　　1932　1　22

　件星が首星の前に來る時

（金環食，滅相0．004等級以内）

　　1927年7月22日

　　1｛）30　2　エ9

　　1932　10　19，

但し，金環食の方は減光量が少なくて，光度計的には現在では測定不可能に

近Vb．そして同教授は“多分準星（B型星）の直径は大きくともせv・ぜv・首星K型

星の鳶であらうから，減光やi曾光は極めて急激で，且極小期の一定光度は少

くとも14日は績くであらう”と推定した．

　4．此のボトリンガ1の豫報の中，ユ926年の皆甑食は何故か槻測する人が

なく，1929年のものは太陽に妨げられ，一昨年の1月の皆砂口が漸くドイツ

の天文前者によって確められたのである．

　帥ちベルリン・バベルスベルビ天文：皇のグトニク教授が光電光度計で2月

1日，5日の爾日に光度を測定したのを始め，引回文豪のシユネラ1氏が焦瓢

及焦鮎外で撮：つた篇眞板で，叉，ラdプチツヒ天文豪のボプマン氏が恐らく

旗で，叉，ババルヒ天文豪のリユゲ・ル氏がエ・レノスタ吸テツサ1　iK．

の三州にて確めた．此の結果は著しく他の槻測者と差のあるホプマン氏のも

のを除くと，別丁に示した通りである．即ち1931年12月15，16，18日には李

常光度より0．1等級減光してみるが，この星は下常にも此の程度の攣光はやる
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らしいから，果して食現象によるのか否かは解らない．叉，31日には明に0．4

等下ってみるが，これが極小に一ド降してみる時のものか，下降し切った時の

ものかは明でない．その後，2月1日までは極小光度であったが，2月5日には

光電光度計にても，馬引眞的にも卒常光度に回復した．かく，減光の時の槻

測がなく，三巴光も2月1日と2月5日との聞といふ事が干ただけで，光度計的

には甚だ不充分な結果しか得られなかったが，とに男食現象は確められた．

　　　　　　　　　　　ぎょしや座ゼータ星1932年1月の極小
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　かくして，1932年11，月20日興行のナ・’リヒテン5911號上の攣光星命名表第

30號によって，正式に攣光星のリストに加へられた．

　極小時＝］932年1月14日∫・D・2426721（グテニク，　シユネラiによる）

　週期＝975日（後に述べる様に一年に三日の割合で長くなるらしい）

　食繊練：日数＝40日前後

　減光及増光に要する時閲＝不明

　雫常光度　　3．94（眼親）　4・94（爲眞）

　極小光度　　4．1（眼親）　5・4（窺眞）

　分光型　K，s＋B1

　5．筒ベルリン・バベルス・9’ルt　tcて，食の終了した直後，帥ち2月5日，15

日，17日の三日に撮ったスペクトルにて，首星の大氣に關する興味ある事實

を得た．帥ち，5日に全く食の完了してみる事は光電的にも，爲学的にも一

致して確められ，叉一二のB型スペクトルも全部現れてみるが，カルシウム

のK線が甚だ張く，幅も1．1オングス5ロ1ムに達してみる．15日，！7日と次

第に弱く，且細くなったが，かくK線の彊かつたのは俘星の光が首星の大氣

の申を通って來たために生じたものらしく，食の終了後，少くとも二週聞は

件星は首星の大氣の後にあるとみなされる．此の時の爾星の距離がわかれば，

首星の大氣の高さが解る筈であるが，観測不充分のため確實な事は言へぬが
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“少くとも首星のfド脛には達してみなかっただらうと”グトニクは言ってみ

る．

　叉同教震はK線のつれより，首星に識し次の大きさを導いた，

　　質量　　太陽の30倍，　眼競継劃光度一3．5等

　　∠半脛　　　　 175×106Kin．

　　叉件星の質量　　太陽の】2倍

　精確な親差は未だ測定されるに至ってみないが，・その他，分光視度，固有

運動よりしても，此の首星が甚だ例の少ないK型スペクトルの超二巨星である

事は疑のない所である．

　6。庇の星は幸にもエプシロン星の比較星として古くから用ゐられてるる

ので，ポツダム天文豪のミユ列氏がエプシロン星の古い親測を：整理した結

果，

　アルゲランダ1，ノ、イス，シユミトの観測より

　　食の嗣始　　1848年1刀3日：

　　食の中心　　　　　1刃3珊

　　食の終了　　　　　　2，月明日＝

　シユワiべ，ルイゼの観測より

　　食の開始　　1902年g刀15日

　　食の中心　　　　10月7日

　　食の終了　　　　　ユ0刀29日＝

　これより週期を求めると

　　　　ll纏｝・・脚

　　　　鯉旨い・醐

即ち，一年に0．5日宛長くなる．

エ1瓦 蛛F｝期間鞠・

J’D， 蛯P，｝期間44・H

　　　　　　　　　　　　　2F均週期　　　　951．0日

　　　　　　　　　　　　　　　ク　　　971．9日

　　　　　　　　　　　　　　そして此の結果は1923年覗線速度よりハ1パ

1氏の求めた975日とよく一致すると言ふのである．

　筒，更に一半古v・材料としては，はくてう座のz星を量うに次v・で獲見し

たaルヒ氏が1709年12月9日（J．D2345602）にエプシロン星の槻測の時，　tc肉

眼でエ1タ，エプシロンが明瞭に見えるのにゼ1タ星は殆んど見え拠べ’と

注意書きをしてみるが，これは週期や食縫績日撒がもっと確に決定されぬと，

梁してぜ1タ星の極小の時のものか否かは戯言できない・
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　7．最後に今年の極小に就て書かう，グテニク教授によると．

　　食の開始　　最も早くて　　8月12日　（以後二週間の範圏）

　　食の申心　　　　　　　　9月13日±7日

　　食の終了　　最もおそくで　IO月15日　（二週間の範園で早くなる）

　膨け始めより極小に達するまで甚だ急激で，忍らく一目の何分の一一といふ

程度であらうから，8月10日以後及9月末以後，全地球上にて出來るだけ多撒

の槻測が望ましい．

　又，B型スペクトルの件星が清えるのであるから，波長の短V・程，攣光範

園は大きいわけで，

　　　　靴型　02等級，　俗評光度計（カリウム，セ・レ）o・轄級

　　　　窺眞　　o・5～o，6

又，航室爲民用のZeiss－Tripletでは1量等級も下った記録がある．最も大き

い面面を出さうとすれば，普通乾板（離色でない）に紫色フィルタ1を用ゐ，

紫外線だけで撮ればよV・わけである．以上はグFニクの光度の観測だけに嘉

する注意であるが，ホプマン氏によると，尚首星の長週期的及び短週期的攣

光及色指込の攣化を確めるのに韓色乾板に黄色ブイルタ1を用みる事も必要

である．

　かく1巨大なる望遠鏡を有する天文毫では，一流の腕きNがスペクトルの詳

細な測定をして素晴しv・結果を得るであらうし，叉群小の天文憂では種々の

光度測定が行はれ・此の興味ある星の姿が赤裸々にされるのも遠い事ではあ

るまい。　（6月29日）
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